
スズラン(ユリ科)とスズラン(ラン科)の和名考

はじめに

『日本草木植物給検索誌， (杉本、 1979)

の和名索引でスズランと引くと、スズラン

(ユ 1)科) ・ 324、スズラン(ラン科)…・

468、とある。スズランの和名はユリ科とラ

ン科の両方に使われている o

『改訂版新日本植物誌， (大列、 1992)に

ユリ手ヰはスズラン、キミカゲソウ

COllvallaria keiskei Miq、ラン科はカキラ

ン、スズラン 丘:pipactist/lIl'11bergii A 

Grayとあり、ラン芋十のススゃランはカキラ

ンの別名として扱っている。

他の凶鑑、 r日本の野生布{i物， (佐竹編、

1982)、『改訂増補牧野新11本M物凶鐙， (牧

野、 1989)にも同様の記載である。ただ、

『原色日本植物図鑑， (北村他、 1964)には

ユリ干ヰスズラン、ラン平三十カキランとあり、

それぞれに別名の記載はない。ここに、ス

ズランの手o:i'!を調べてみることにする。

スス。ラン名の植物

『植物和漢異名辞林， (杉本、 1929)には、

[すずらんJ(ー)俗称ス/レハきみかげきう

デアル其ノ部ヲ見ヨ。斗[きみかげさう]

君影草(ゆり科)。別名 すずらん(通称/

すずらんハ之デア/レ同名異種ノモノアリ)。

[すずらんJ(二)かきらんヲ見ヨ。{谷私、す

ずらんハ之ニ非ズ。吟[かきらんJ(らん

科)0 ，)IJ名 すずらん(通{谷ニすずらんと1昔、

ス/レノ、之ニ非ズきみかげさうヲイフ)。
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[すずらんJ(三)いちゃくきうヲ見ヨ。→

[いちゃくさう J(ー)鹿蹄草(いちゃくさ

う科)0 別名 あきおもて、あたごごけ、か

がみくさ、かがみさう、きっかふさう、す

ずらん、のあふい、べっこうきう、まきを

もて、やまさいしん。一薬草。

[いちゃくさう J(二)べんけいさうヲ見ヨ。

→[べんけいさう]景天(べんけいさう科)

(別名の項目各す)。

ススラン名はユリ科、ラン科の他に、イ

チャクソウ科の鹿蹄草・ ー薬草の別名とし

ても使われている。だが、『大言i年， (大槻、

1933)には、すずらん鈴蘭弁慶草ニ同

ジとある。さらにスズラン名はベンケイソ

ウ科のベンケイソウのことも意味するのだ

ろうか。

江戸時代の後期にあたる、当時の方言・

辞典の『物類檎i可" (勉山、 1775)には、

[鹿蹄草]すずらんO大和にて。まきをもて

と云 iC戸にて。べつ主1之さうという

肱E計草柑il‘戸には四谷大下T八幡社地に見

えたり l司名)JIJ種あり。

[景天]いきくさはちまんさ，0京にて。べんけい

三ユーと云筑紫にて。ちとめといふ 江戸

にて。いちゃくきうと云、と記載されてい

る。

さらに、『重訂本草網目啓蒙， (小野、

1856-1862) Iこは、

[J克蹄車]イチヤクサウ ノアブヒ訓アタ

コV ケ剛力、ミサウ?馴カでミグサ"州
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